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地中埋設ワイヤレスセンサの開発

ダムや基礎地盤には様々な埋設計器が設置されています。従来の埋設計

器では計測信号を地上部に伝送するために不可欠なケーブルが付属します。

このケーブルが雷による誘導電流やケーブル断線による計器故障を引き起

こす原因になります。埋設ケーブルを省き、故障原因となるリスクを減少させ、

信頼性の高い計測システムを作り出すことがワイヤレス化の目的です。

埋設計器の課題とワイヤレス化の目的

設置事例

ワイヤレスセンサの特徴

Φ125×H205mmと小型・軽量（図－１）。

低周波電磁波により地中100m程度における地中通信を実現。地上部
のデータ送受信器とワイヤレスセンサの間で双方向にデジタルにより通
信（図－２ ） 。

施工性が向上。ケーブル付き計器に比べて作業時間を大幅に短縮。

ケーブルの延長が長い現場では設置費用を低減。

絶縁性が向上、耐雷性が格段に向上。

1台で複数の物理値を測定可能とするセンサのマルチ化を実現。
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図－１ ワイヤレス間隙水圧計の構造
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図－４ ワイヤレスマルチセンサ
（土圧・間隙水圧同時計測）
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図－２ 地中デジタル通信の概要
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図－３ フィルダムにおけるワイヤレスセンサの設置手順
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ダム
複数のロックフィルダムにワイヤレス間隙水圧計が設置されています。計器の設置は

非常に簡便です（図－３）。設置作業時間は1時間弱であり、ケーブル型センサ（8時間
以上）に比べて大幅に短縮されます。ワイヤレスマルチセンサ（図－４）も開発され、設

置されています。

地すべり
複層地すべりにおける間隙水圧観測に適用されてい

ます（図－５）。従来型のケーブル式間隙水圧計では、

上部すべり面でケーブルが切断されるため、上部すべり

面より下方における長期計測は不可能ですが、ワイヤレ

ス間隙水圧計をボーリング孔内に設置することで計測が

可能となります。

（旧・基礎地盤研究室、防災研究調整役と共同で実施）
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図－５ 地すべりへのワイヤレス間隙水圧計の適用
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